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．目的

交流及び共同学習では、交流の側面を重視している一方

で、教科等のねらいの達成を目的とする共同学習が十分で

ないという実態が明らかとなってきた。また、打ち合わせ

の時間が確保できないなどの課題が見られている。そこで，

本研究では、小学校の特別支援学級に在籍する児童の校内

における共同学習の現状を調査し、共同学習の実態と共同

学習を実施している児童の特別支援学級担任と交流学級担

任が児童の共同学習に対する意識を明らかにすることとし

た。 
．方法

対象は、 市内の特別支援学級が設置されている市立小

学校、全 校であった。全 学級の特別支援学級担任と

特別支援学級に在籍している 名の児童の交流学級担任

であった。 
質問紙は、小学校特別支援学級担任用及び交流学級担任

用を作成した。特別支援学級担任への質問紙には、障害種

と学年、教育課程に関する 項目と共同学習に関する項目、

共同学習を実施している教科における取組について回答を

求めた。また、国立特別支援教育総合研究所 、山本・

佐藤 らの交流及び共同学習に関する調査を基に、取

組状況について 項目から複数選択で回答を求めた。共同

学習と児童の実態に関する 項目と共同学習と環境整備に

関する 項目の計 項目について、特別支援学級担任と交

流学級担任の意識を 件法で求めた。特別支援学級担任に

は、児童一人につき 部、交流学級担任には、共同学習を

実施している児童のみ回答を求めた。

調査用紙の回答は、調査期間は平成 年 月の上旬から

中旬であった。質問紙は、対象校に託送した。同様の方法

で回収した。

 ．結果

質問紙調査の結果、 校から回答があり、児童 名分

の回答を得た。回収率は ％ であった。回答に欠損値

がある場合は、有効な回答のみを分析の対象とした。

対象児の属性は、知的障害特別支援学級 名 、

肢体不自由特別支援学級 名 、病弱虚弱特別支援学

級及び弱視特別支援学級 名 、難聴特別支援学級

名 、自閉症・情緒障害特別支援学級 名

であった。

共同学習を実施している児童は 名 、実施して

いない児童は 名 で、共同学習を実施している児

童が有意に多かった ， 。

図 ．共同学習の実施時状況

担任の意識に関する質問は、回答結果のうち、項目に欠

損値のあった回答は対象から除外した。項目ごとに、「思

う」「ややそう思う」を肯定的、「あまり思わない」「思

わない」を否定的な回答として集計した。「児童の実態に

応じた目標の設定」と「児童の実態に応じた評価の設定」

において担任の意識に有意な差が見られた。

．考察

国立特別支援教育総合研究所 や細谷 らは、

技能教科での実施率が高いことを言及していたが、今回の

調査結果からは、図画工作の実施率は高いとは言えなかっ

た。作業活動を伴う技能教科では、共同学習の観点から実

施に課題があると推察される。国語や算数など知識の習得

や活用が必要な教科においても、共同学習を行うための方

法を検討する必要性がある。

目標と評価の設定方法について検討する必要があると考

えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．各教科における共同学習の実施状況 
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